








要約:HTLV-1 抗体陽性妊婦で同意の得られた 92 家系につき家族の抗体検査をおこない以

下の知見を得た。(1)妊婦への感染経路は夫→妻感染と推定されるもの 16 例(17.4%),母→

子感染と推定されるもの 61 例(66.3%),輸血による感染 8例(8.7%),婚前性交渉による感染

が推測されたもの 5 例(5.4%)であった。(2)母→子感染については兄弟姉妹の中であとか

ら生れた者ほど感染率が高い傾向がみられ,「末っ子」に最も陽性者が多かった。(3)抗体

陽性妊婦から生れた児はほとんどミルク哺育であるが,この中から 1 例 1 歳をこえてから

の陽性者が出た。④研究対象児より先に生れた同胞 74 例のうち 12 例(16.0%)が陽性であ

った。(5)生後 7 ケ月までの移行抗体につき PA 法(新・旧セロディア ATLA)と EIA 法(エィ

テスト ATL)を比較検討した。その結果・新セロディア ATLA 法が最も鋭敏であると考えら

れた。


